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岐
阜
地
方
気
象
台
は
、
５
月　
２７

日�
（
予
定
）
か
ら
、
大
雨
な
ど

の
気
象
警
報
や
注
意
報
を
、
市
町

村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。
ま
た
大

雨
警
報
で
は
、
雨
の
降
り
方
な
ど

に
応
じ
て「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）」

や
「
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）」

の
よ
う
に
、
警
戒
が
必
要
な
災
害

を
示
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
や
注

意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
岐
阜
地

方
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

国
土
交

通
省
防

災
情
報

提
供
セ

ン
タ
ー

携
帯
電

話
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.jm
a.go.jp/jp/bosai

joho/m
/w
arn/area/105/328.htm

l

）

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

岐
阜
地
方
気
象
台
防
災
業
務

課�
０
５
８
―
２
７
１
―
４
１
０

８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.j

m
a-net.go.jp/gifu/

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正
で

平
成　

年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上

２２

７０

　

歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
現
役
並

７５み
所
得
者
（
３
割
負
担
）
以
外
の

方
は
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と

き
の
自
己
負
担
が
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
改
正
が
凍
結
と

な
り
、
平
成　

年
３ 
月
ま
で
１
割

２３

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

現
在
１
割
負
担
の
方
に
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
、
３
月
末

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
４
月
以
降

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

（
内
線
１
４
７
・
１
４
８
）

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
雇
用
や
就
業
、
社
会

参
加
な
ど
を
希
望
す
る　

歳
以
上

５５

の
方
を
対
象
に
、
シ
ニ
ア
就
業
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
多
様
な
関
係
機
関
と

連
携
・
協
力
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
や
、
高
い
就
労
意
欲
と

能
力
を
有
す
る
対
象
者
と
、
企
業

な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行

う
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
求
人
を
希
望
す
る
企

業
や
事
業
所
、
団
体
、
自
治
体
な

ど
、
ま
た
求
職
や
社
会
参
加
な
ど

を
希
望
す
る
対
象
者
は
、
ぜ
ひ
、

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
　
�
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会�
０
５
８
―
２
４
９

―
０
２
２
８

　

解
雇
や
賃
金
、
配
置
転
換
な

ど
、
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

□
と
き　

毎
月
第
２
火
曜
日
午
前

　

時
―
正
午

１１□
と
こ
ろ　

県
庁
内
労
働
委
員
会

室
、
ま
た
は
会
議
室

□
対
象　

県
内
に
お
勤
め
の
方
、

ま
た
は
県
内
の
事
業
主
の
方

□
相
談
員　

県
労
働
委
員
会
委
員

□
相
談
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
予
約

※
相
談
の
日
時
と
場
所
に
つ
い
て

は
、
相
談
に
応
じ
ま
す

　
　
　
　

県
庁
労
働
委
員
会
事
務

局�
０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１

１
（
内
線
３
２
７
３
）

案
内

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

７０

７５

自
己
負
担
１
割
の
ま
ま

シ
ニ
ア
の
就
業
を
支
援
し

ま
す

県
労
働
委
員
会
の
「
労
働
相

談
会
」

申
・
問

問

問

　市では、次の閲覧できる場合に

限り、選挙人名簿抄本の閲覧を認

めています。

□閲覧できる場合　①特定の人が

選挙人名簿に登録された人か確認

するため②公職の候補者などが政

治活動・選挙運動を行うため③政

党、そのほかの政治団体が政治活

動・選挙運動を行うため④ 統計調

査、世論調査、学術研究、その他の

調査研究で公益性が高いと認めら

れるもののうち、政治・選挙に関す

るものを実施するため

　　選挙管理委員会事務局（内線

３２０・３２１）

●表　平成２１年の個人または法人による閲覧の請求
利用目的閲覧対象となった選挙人の範囲閲覧日閲覧申出者の名称

ＡＮＮ世論調査の対象者抽出のため
長島町第６投票区、三郷町第１投票区、
笠置町、中野方町、飯地町、山岡町第２
投票区、上矢作町第２投票区から９５人

４月６日�テレビ朝日

日本世論調査会　面接世論調査の対象者抽出のため大井町第１投票区から１２人９月１８日�共同通信社

政治や選挙に関する有権者の意識を客観的に測定、分析して報道し、もっ
て公職選挙法第一条に定めるところの民主政治の健全な発達を期する大井町第３投票区から８５人１０月１３日朝日新聞社

岐阜総局
全国の有権者を対象に実施する世論調査の調査対象者を抽出（転記）する
ため

三郷町第１投票区、上矢作町第１投票区
から８５人１０月１６日読売新聞東京本社

編集局世論調査部
県民の地球温暖化に対する意識、地球温暖化防止のための取り組みや将来
の意向などを広く調査し、最新の状況を把握し新たな計画を検討する資料
作成をするうえで、調査対象者を抽出するため

飯地町、武並町竹折、山岡町田沢、明智
町から３９人１１月２０日�岐阜タイム・エー

ジェント

県民・事業者等の環境に関する意識を把握するため、岐阜県環境基本計画
の改訂版を検討する資料を作成するにあたり、調査対象者を抽出するため市全域から５８人１２月２５日�エヌ・ティ・ティ

マーケティングアクト

選挙人名簿抄本の閲覧申出者を公表

問
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問
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目
と
な
る
補
助
金
の
説
明
に
つ
い

て
も
、
同
会
場
で
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
後
７
時

１２

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟
大
会

議
室

□
対
象
者　

市
内
で
新
築
木
造
住

宅
の
建
築
を
予
定
し
て
い
る
方
、

市
内
建
築
業
者
。
ま
た
、
市
内
で

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
。

　
　

林
業
振
興
課
林
政
係
（
内
線

５
２
６
・
５
２
９
）、
環
境
課
環
境

政
策
係
（
内
線
１
８
３
）

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
山
岡
・
明
智
・
上
矢
作
の
連

絡
事
務
所
を
、
４
月
１
日�
か
ら

岩
村
連
絡
事
務
所
（
岩
邑
い
き
が

い
会
館
）
に
移
転
・
統
合
し
、
新

た
に
「
恵
南
事
務
所
」
と
し
て
業

務
を
行
い
ま
す
。

□
新
事
務
所　

市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
恵
南
事
務
所　

〒
５
０

９
―
７
４
０
３　

岩
村
町
７
６
５

番
地
の
１�
４
３
―
４
３
１
１
・

４
３
―
４
３
５
６�
４
３
―
４
３

５
４

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
２
５
―
７
７
８
８

　

こ
と
し
で　

回
目
と
な
る
明
智

３５

公
民
館
の
高
齢
者
大
学
「
き
き
ょ

う
大
学
」。
そ
の
閉
講
式
で
、
劇

団
じ
ぃ
ば
ぁ
に
よ
る
新
し
い
題
目

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
」の
上
演
が
あ

り
ま
す
。

　

受
講
生
以
外
の
方
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

１９

１０

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
入
場
料　

無
料

　
　

明
智
公
民
館�
５
４
―
４
２

１
４

　
「
も
も
ん
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
」な

ど
で
有
名
な
絵
本
作
家
の
「
と
よ

た
か
ず
ひ
こ
」
さ
ん
に
よ
る
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
、
子

育
て
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
聞
く
会

を
開
催
。
親
子
や
妊
婦
さ
ん
な

ど
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
こ
ぎ
つ
ね
の
森

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

２３

１０

半
―
正
午

□
対
象
者　

未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
妊
婦
さ
ん

□
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２０

□
参
加
料　

無
料

※
開
催
１
週
間
前
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　

こ
ぎ
つ
ね
の
森�
３
２

―
１
１
２
１
（
三
田
）

●
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

２４

１０

半
―　

時
半

１１

□
対
象
者　

未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者　
　

□
定
員　
　

組
（
先
着
順
）　

２５

□
参
加
料　

無
料

□
受
付
開
始　

３
月
８
日�

　
　
　
　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ�

２
５
―
１
１
５
５

　

４
月
か
ら
小
学
校
１
年
生
に
な

る
お
子
さ
ん
は
、
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
時
期
（
県
制
度
か
ら
市

制
度
へ
）
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
の
方
に
は
、
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
。
内
容
を
よ
く
読
ん

で
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
に
記
入

し
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

３
月　

日�
、　

２５

２６

�
□
と
こ
ろ
・
時
間　

▽
旧
恵
那
市

地
域
の
方
＝
市
役
所
会
議
棟
中
会

議
室
・
午
前
９
時
―
午
後
７
時　

▽
南
部
５
地
域
の
方
＝
各
振
興
事

務
所
・
午
前
９
時
―
午
後
６
時

□
持
ち
物　

印
鑑
、
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
お
子
さ
ん
分
）、
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
。

□
対
象　

平
成　

年
４
月
２
日
―

１５

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お

１６

子
さ
ん

※
３
月　

日�
と
４
月
４
日�
の

２８

休
日
開
庁
日
も
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
市
役
所
市
民
課
・
午
前
９

時
―
午
後
５
時

　
　

市
民
課
医
療
給
付
係
（
内
線

１
５
１
）

　　
�
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、
同
協
会
員
に
よ
る
不
動
産
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

４
月
１
日�
午
後
１
時

―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館
２
階
相
談

室□
内
容　

不
動
産
の
価
格
、売
買
、

賃
貸
借
、
有
効
利
用
な
ど
に
関
す

る
相
談
な
ど

□
相
談
料　

無
料

　
　

不
動
産
鑑
定
士
協
会�
２
０

―
０
３
７
０
、
総
務
課
行
政
係

（
内
線
３
０
７
）

　

市
で
は
、
木
材
の
需
要
拡
大
な

ど
を
目
的
に
、
え
な
の
木
で
家
づ

く
り
支
援
事
業
を
、
４
月
１
日�

か
ら
始
め
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
材
の
柱
を　

本
以
上
利
用
し

３０

て
、
市
内
に
新
築
の
住
宅
を
建
築

し
た
場
合
、

市
内
在

住
者

に
は

固
定

資
産

税
を

３
年
間
減
免
、

転
入
者
に
つ
い
て
は
奨
励
金
を
４

万
５
千
円
か
ら　

万
円
交
付
し
ま

２０

す
。
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

方
は
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１�
�
当
た
り
５
万
円

（
上
限　

万
円
）を
助
成
す
る
住
宅

２０

用
太
陽
光

発
電
シ
ス

テ
ム
設
置

補
助
金
。

こ
の
２
年

シ
ル
バ
ー
連
絡
事
務
所
の

移
転
と
統
合

案
内

問

問

「
え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援

事
業
」
な
ど
の
説
明
会

劇
団
じ
ぃ
ば
ぁ

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
」
上
演
会

問

申
・
問

申
・
問

絵
本
作
家
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
語
り
と
お
話
」

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

不
動
産
の
無
料
相
談
会

問

問
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い
た
め
、
３
月　

日�
―
４
月
４

１４

日�
の
土
日
と
祝
日
は
、
上
矢
作

振
興
事
務
所
発
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
雪
や
雨
な
ど
の
天
候
に
よ

り
運
休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
地
元
の
「
福
寿
草
を
守
る
会
」

が
環
境
保
護
協
力
金
と
し
て
、
３

０
０
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
願
い
し
ま
す
。

▽
日
が
差
さ
な
い
と
き
は
、
花
が

咲
き
ま
せ
ん
の
で
、
好
天
の
日
を

選
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

上
矢
作
振
興
事
務
所
振
興
課

�
４
７
―
２
１
１
１

　

県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」

は
、
平
成　

年
の
改
正
は
な
く
時

２１

間
額
６
９
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

厚
生
労
働
省
岐
阜
労
働
局
賃

金
室�
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１

０
４
、
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署

　

平
成　

年
度
、
市
ま
ち
づ
く
り

２１

市
民
活
動
推
進
助
成
を
受
け
た　
１７

団
体
（
市
民
提
案
型
協
働
事
業
３

団
体
を
含
む
）
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
、
活
気
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
個
性
あ

ふ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
方
々

の
報
告
会
で
す
。
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
」

を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

　

平
成　

年
度
の
助
成
に
応
募
を

２２

検
討
中
の
団
体
も
、
ぜ
ひ
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
後
１
時

２１

―
４
時

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

市
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会�

２
０
―
０
６
５
７
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
内
線
６
３
６
・
６
３
７
）

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　

こ
と
し
も
、
上
矢
作
町 
達  
原  
大 

た
っ 
ぱ
ら 
お
お

 
平 

だ
い
ら

地
区
の 
福  
寿  
草 
が
、
開
花
の
時

ふ
く 
じ
ゅ 
そ
う

期
を
迎
え
ま
す
。
棚
田
の
斜
面
約

　
�
に
、
約　

万
株
が
自
生
し

４０

１０

て
、
４
月
上
旬
ま
で
順
次
咲
い
て

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

□
一
般
開
放
期
間

３
月
７
日�
―
４

月
４
日�
午
前　
１０

時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

達
原

大
平
地
区
（
上
矢

作
振
興
事
務
所
か

ら
国
道
４
１
８
号

を
長
野
県
平
谷
村

方
面
へ
約
５�
）

□
注
意
事
項　

▽
個
人
の
土
地
を

開
放
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
迷

惑
に
な
ら
な
い
行

動
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
道
路
事
情
が
悪

福
寿
草
自
生
地
シ
ー
ズ
ン

開
き 案

内

問

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進

助
成
事
業
の
活
動
報
告
会

「名所絵師広重の眼」
　３/４�～４/４�

企画展

　浮世絵師歌川広重は、全国各地の名所を描いた
幕末を代表する名所絵師。しかし、実際は全国を
旅して、作品を制作したわけではありません。当
時の名所図会や風景絵本などを引用するという手
法、「広重の眼」を通して、多くの名作は生み出さ
れてきたのです。本展では、広重の作品と、種本で
ある名所図会などを、どのようにうまく利用して、
仕上げているかをご覧いただきたいと思います。

歌川広重

『 浪  花  名  所  図  会 　 安 
なに わ めい しょ ず え あん

 立 
りゅう

 町  難  波  屋 のまつ』
まち なに わ や

田中コレクション

３月７日�は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　　中山道広重美術館�２０-０５２２

P

P

P

▲まちづくり活動の様子

問

問

問 県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
２
月　

日
号　
�
の
出

１５

１５

生
お
め
で
た
に
掲
載
し
た
岩
村

町
の
河
合
捺
月
さ
ん
の
読
み
仮

名
は
「
な
つ
き
」
で
は
な
く
「
な

つ
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

問

13　2010.3.1

岩
村
消
防
署
消
防
係�
４
３
―
０

１
１
９

　

市
で
は
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

知
識
や
技
能
な
ど
を
生
か
し
、
市

民
に
講
座
を
開
い
た
り
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
手
助
け
を
し
た
り
す
る

生
涯
学
習
指
導
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
学
習
の
場
の
提
供

や
、
自
分
の
知
識
や
技
術
を
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
役
立
て
た
い
方
、

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

個
人
や
団
体

□
申
込
期
間　

随
時
。

出
前
講
座

講
師
で
情

報
誌
へ
の

掲
載
を
希

望
す
る
方

は
、
３
月

　

日�
ま
で
。

１２

▲放水の訓練をする消防団員

　

来
年
度
の
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

と
一
般
曹
候
補
生
、
予
備
自
衛
官

補
を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
幹
部
候
補
生
と
一
般
曹
候
補
生

の
１
次
試
験
合
格
者
は
、
２
次
試

験
が
あ
り
ま
す
。

　
　

自
衛
隊
恵
那
地
域
事
務
所�

０
５
７
３
―
２
６
―
４
３
１
０

□
募
集
人
員　

２
人

□
受
験
資
格　

学
芸
資
格
（
３
月

ま
で
に
取
得
予
定
者
も
可
）
を
有

す
る
方

□
審
査　

▽
第
１
次
＝
書
類
審
査

▽
第
２
次
＝
面
接
審
査
（
日
時
と

場
所
は
、
第
１
次
審
査
通
過
者
に

通
知
）

□
勤
務
条
件　

▽
賃
金
＝
日
額
７

３
０
０
円
（
通
勤
手
当
あ
り
）
社

会
保
険
完
備　

▽
時
間
＝
午
前
９

時
―
午
後
５
時　

分
（
週
５
日
勤

１５

務
。
実
労
働
時
間
７
・
５
時
間
。

土
日
、
祝
日
な
ど
の
勤
務
あ
り
）

□
雇
用
期
間　

４
月
１
日�
―
平

成　

年
３
月　

日�

２３

３１

□
勤
務
内
容　

主
に
学
芸
員
の
業

務
、
そ
の
ほ
か
受
け
付
け
や
展
示

な
ど
の
管
理
全
般
の
補
助
業
務

□
締
め
切
り　

３
月　

日�
午
後

１０

５
時
（
郵
送
の
場
合
は
３
月
８
日

�
消
印
有
効
）

□
申
し
込
み
方
法　

中
山
道
広
重

美
術
館
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
申
し
込
む
。

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
６
２
９
）

　
�
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進

セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
度
の
「
花
の

都
ぎ
ふ
推
進
基
金
助
成
事
業
」
の

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
団
体　

花
の
ま
ち
づ
く
り

に
熱
意
が
あ
り
、
市
の
推
薦
が
得

ら
れ
る
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
。

□
対
象
経
費　

①
花
・
樹
木
苗
・

肥
料
代
な

ど
②
花
か

ざ
り
な
ど

の
普
及
啓
発

の
た
め
の

講
習
会

や
冊
子
作

成
に
掛
か
る
経
費
な
ど
③
そ
の
ほ

か
普
及
事
業
に
か
か
る
経
費

□
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限　

万
円
）

５０

※
最
大
連
続
２
年
間

□
申
請
方
法　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
。

□
締
め
切
り　

３
月　

日�
必
着

１７

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
６
２
９
）

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０
１

恵
那
市
大
井
町
１
７
６
番
地
１　

�
中
山
道
広
重
美
術
館
事
務
局�

２
０
―
０
５
２
２
（
堀
）

　

市
消
防
団
は
新
入
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地
域
に

密
着
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
消
防

団
員
と
し
て
、
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

大
災
害
が
起
き
た
時
、
地
域
を

知
り
尽
く
し
た
消
防
団
員
の
活
躍

が
、
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

応
急
手
当
や
消
火
作
業
、
地
元
住

民
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
捜

索
な
ど
、
組
織
力
を
生
か
し
活
躍

す
る
「
あ
な
た
の
力
」
が
、
今
必

要
な
時
で
す
。

　

市
消
防
団
に
は
音
楽
隊
、
ラ
ッ

パ
隊
、
ト
ビ
は
し
ご
登
り
隊
、
女

性
消
防
隊
も
あ
り
、
自
分
の
能
力

に
合
わ
せ
た
活
動
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
対
象
者　

市
内
に
在
住
、
ま
た

は
就
業
し
て
い
る　

歳
以
上
の
健

１８

康
な
方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）。

□
募
集
期
間　

年
中
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
消
防
本
部
・
消
防
課

消
防
団
係�
２
６
―
０
１
１
９
、

試験会場試験種目１次試験受付期間資格種目

岐阜基地
（各務原市）

筆記試験５月１５日�
４月１日�から
５月１０日�まで

２２歳以上
２６歳未満

幹部候補生（一般・技術）
《飛行・音楽要員含む》

筆記試験・適正検査５月２２日�１８歳以上
２７歳未満一般曹候補生

筆記試験・口述試験
適正検査・身体検査

４月１７日�
から４月１９
日�の指定
した１日

４月９日�まで

１８歳以上
３４歳未満予備自衛官補（一般公募）

伊丹駐屯地
（伊丹市）

小論文・口述試験
適正検査・身体検査

１８歳以上
５３歳未満予備自衛官補（技能公募）

募
集

美
術
館
の
臨
時
職
員
（
学
芸

員
補
助
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
一
般

曹
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補

生
涯
学
習
指
導
者
・
出
前
講

座
講
師

花
苗
や
肥
料
な
ど
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

消
防
団
員
を
募
集

「
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
」

申
・
問


